
 

データ  シート
Cisco Wireless Location Appliance
Cisco® Wireless Location Appliance は、WLAN インフラスト ラクチャ内から直接、数千のデバイスを同時に追跡する業界初

のロケーシ ョ ン ソリューシ ョ ンです。 高価な資産のト ラッキング、 IT 管理、 ロケーシ ョ ンベースのセキュリテ ィなどの重要な

アプリケーシ ョ ンに、 コス ト効率がよ く、 優れた表示機能を備えたロケーシ ョ ン  ソリューシ ョ ンを提供します。 この革新的な

アプライアンスは、 機能が豊富なオープン Application Programming Interface （API） を介して、 さまざまなテク ノロジーお

よびアプリケーシ ョ ン パートナーと緊密に統合されることにより、新しい重要なビジネス アプリケーシ ョ ンの展開を容易にし

ます。 Cisco Wireless Location Appliance は、 エンタープライズ クラスのすべての WLAN に不可欠なソリューシ ョ ンです。

製品概要

Cisco Wireless Location Appliance は、 革新的かつ展開が容易なソ リ ューシ ョ ンであ り、 高度な RF 特性収集テク ノ ロジーを使用

して、 WLAN インフラス ト ラ クチャ内から直接、 数千の 802.11 無線デバイスを同時に追跡するこ とによ り、 ネッ ト ワークに高

度な可視性および管理性を提供します。 また、 このアプライアンスは、 ロケーシ ョ ンの利用傾向の調査、 迅速な問題解決、 お

よび RF 容量管理に必要と されるロケーシ ョ ン履歴情報も記録します。 Cisco Wireless Location Appliance API を利用した統合に

よ り、 緊急電話サービス、 資産管理、 ワークフローの自動化など、 強力なロケーシ ョ ンベースのアプリ ケーシ ョ ンの展開が可

能になり、 企業から医療、 金融、 小売、 製造、 行政機関まで、 さまざまな組織にとって重要なソ リ ューシ ョ ンとな り ます。

Cisco Wireless Location Appliance は、WLAN インフラス ト ラ クチャに直接統合できるよ うに設計されているため、お客様の総所

有コス トが削減される と と もに、「ロケーシ ョ ン認識」 機能によ り、既存の WLAN インフラス ト ラ クチャの価値とセキュ リ ティ

が向上します。 Cisco Wireless Location Appliance は、 Cisco Wireless LAN Controller と  Cisco Lightweight アクセス  ポイン ト を使用

するこ とによ り、無線デバイスの物理的な位置を数メートルの範囲まで追跡します。さ らに、中央集中型の WLAN 管理機能と、

Cisco Wireless Control System （WCS） のわかりやすい GUI の機能が拡張され、 Cisco Wireless Location Appliance の管理および設

定が可能になったため、 設定および運用がわかりやすくな り ました。

製品アーキテクチャ

Cisco Wireless Location Appliance は、 ト ラフ ィ ッ クを送信する  Cisco Lightweight アクセス  ポイン ト を、 802.11 無線ク ライアン ト

および Wi-Fi タグのロケーシ ョ ン リーダー （読み取りデバイス） と して使用します。 これらのアクセス  ポイン トは、 Wi-Fi 対
応のノート型パソコン、 携帯電話、 Wi-Fi タグ、 不正な （未認証） デバイス、 不正なアクセス  ポイン ト など、 すべての Wi-Fi デ
バイ スから  Received-Signal-Strength-Indication （RSSI） 情報を収集します。 収集された RSSI 情報は、 Lightweight Access Point
Protocol （LWAPP） を使用して Cisco Wireless LAN Controller または特定の無線スイ ッチに送信されます。 RSSI 情報は Cisco
Wireless LAN Controller で集約され、SNMP （簡易ネッ ト ワーク管理プロ ト コル） を使用して Cisco Wireless Location Appliance に
送信されます。
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Cisco Wireless Location Appliance は、 Cisco Wireless LAN Controller から受信した RSSI 情報に基づいて、 ロケーシ ョ ンを計算し

ます。 そのため、 RSSI 情報を収集する  Cisco Wireless LAN Controller には、 Cisco Wireless Location Appliance との対応付けが必

要になり ます （図 1）。

図 1 統合されたロケーシ ョ ン サービス アーキテクチャの概要

ネッ ト ワーク  マップおよびアクセス  ポイン トがアプライアンスに追加された際に、 RF 予測およびヒートマップを生成し、 数

千のデバイスの位置をサイ トの見取り図上にグラフ ィカルに表示するこ とができます。 Cisco WCS は、 ロケーシ ョ ン情報を視

覚的に表示できるため （図 2）、 RF 容量管理の強化、 ロケーシ ョ ンベースのセキュ リティの利用、 および WLAN デバイス資産

を視覚的に把握したいと考えているお客様は、 ロケーシ ョ ン アプリ ケーシ ョ ンと してただちに利用できます。 ロケーシ ョ ン情

報は、 アプラ イアンスの Simple Object Access Protocol/Extensible Markup Language （SOAP/XML） API を使用する こ とによ り、

サードパーティ製のアプリ ケーシ ョ ンでも使用可能にな り ます。 このため、 このアプライアンスを導入する と、 豊富な機能を

備えたロケーシ ョ ンベースのアプリ ケーシ ョ ンを提供するための拡張可能な基盤を確立できます。
© 2006 Cisco Systems, Inc. All right reserved.
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図 2 Cisco Wireless Location Appliance ： 数千のユーザ、 デバイス、 およびアクセス ポイン トのリアルタイムの同時ロケー
シ ョ ン ト ラ ッキング

Cisco WCS を使用する と、豊富な機能を備えたわかりやすい GUI を利用しながら  Cisco Wireless Location Appliance を管理し、中

央集中型の管理および設定を行う こ とが可能です。Cisco WCS は、高いスケーラビ リティを備え、複数の Cisco Wireless Location
Appliance を管理できます。 Cisco WCS のビュー フ ィルタ と、 条件を柔軟に設定できる検索機能によ り、 目的のロケーシ ョ ン

データをユーザのニーズに合わせて表示できます。図 3 は、不正なアクセス  ポイン ト とデバイスが表示されたターゲッ ト  ビュー

の例です。 ターゲッ ト  ビューは、 デバイス  カテゴ リ、 論理名、 検出時刻、 床などの物理的位置など、 さまざまな条件で作成で

きます。 たとえば、 病院の場合、 「3 階のすべての輸液ポンプ」 とい う カテゴ リのターゲッ ト  ビューを作成できます。
© 2006 Cisco Systems, Inc. All right reserved.
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図 3 Cisco Wireless Location Appliance ： 不正なアクセス ポイン トおよびデバイスのターゲッ ト  ビュー

無線のセキュリテ ィ と迅速なト ラブルシューティ ング

Cisco Wireless Location Appliance を使用する と、不正なアクセス  ポイン トやデバイスなど、セキュ リ ティの脅威を迅速かつ正確

に検出できます。 不正なアクセス  ポイン トがある と、 ネッ ト ワーク全体を危険にさらす潜在的なセキュ リティ違反や、 セキュ

アでない WLAN 接続を許すこ とになり ます。 このよ うな不正なデバイスは、 従業員または侵入者によって設置されますが、 こ

れらのデバイスをよ り正確に検出するこ とによ り、 セキュ リ ティの脅威とネッ ト ワークへの不正なアクセスを迅速に切り離す

こ とができます。 これによって、正規のク ライアン ト  ステーシ ョ ンは信頼できるアクセス  ポイン トのみとアソシエーシ ョ ンを

実行するよ うになり、 WLAN のセキュ リティが向上します。 また、 Cisco Wireless Location Appliance を使用する と、 ロケーシ ョ

ンベースのセキュ リティのフレームワークが確立されるため、 WLAN セキュ リティをさ らに向上させるこ と も可能です。

デバイスに関する詳細な位置および統計情報を調べ、 セキュ リ ティ  アラームまたは動作アラームを確認できる機能は、 無線侵

入者の隔離および抑制のほかにも、迅速な ト ラブルシューティングとデバイス管理の簡素化にも役立ちます （図 4 および図 5）。
た とえば、 ユーザに関する最新および過去の物理的な位置情報、 ク ラ イアン ト  ト ラフ ィ ッ ク分析、 IP アド レス、 ユーザ名、

MAC （メディア アクセス制御） アドレス、 Service Set Identifier （SSID）、 アクセス  ポイン トのアソシエーシ ョ ンの詳細など、 ク

ライアン トの実用的なデータを利用できます。 また、 この機能によ り、 豊富な監査証跡情報を最大 30 日間アーカイブおよび再

生するこ と もできます。 30 日を過ぎた情報は、 簡単にエクスポートできるログ ファ イルに記録されます。
© 2006 Cisco Systems, Inc. All right reserved.
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図 4 Cisco Wireless Location Appliance クライアン トの詳細 ： ページ ビューの最初

図 5 Cisco Wireless Location Appliance クライアン トの詳細 ： ページ ビューの最後
© 2006 Cisco Systems, Inc. All right reserved.
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RF 容量管理と視覚化のためのロケーシ ョ ン傾向調査

Cisco Wireless Location Appliance は、 RF 容量管理の強化に役立つさまざまな情報を生成します。 この情報は、 ロケーシ ョ ンの

傾向 （フロアでのク ライアン トやタグなどの位置および時刻の履歴）、 ロケーシ ョ ン統計情報 （ユーザ履歴および関連する ト ラ

フ ィ ッ ク分析）、およびカバレッジ エリ ア （ユーザと ト ラフ ィ ッ クの量に基づいてホッ ト スポッ トの配置が決定） に基づいてお

り、 RF リ ソースの集中状態と  WLAN によるク ライアン トの処理状態を確認できます （図 6）。

図 6 Cisco Wireless Location Appliance のロケーシ ョ ン傾向調査

ターゲッ ト  ロケーシ ョ ンの検索

ユーザが目的に応じて多数のパラ メータを設定できるため、 ターゲッ ト検索は簡単です。 タグ、 ク ラ イアン ト、 不正デバイス

などの資産カテゴ リや、 カスタマイズされた論理資産名のほかに、 フロア、 キャンパス、 建物、 アソシエーシ ョ ンを実行した

アクセス  ポイン ト などの物理ロケーシ ョ ン  パラ メータや、 検出時刻、 プロ ト コル、 SSID、 IP アドレス、 MAC アドレス、 ユー

ザ名などの条件で検索できます。 たとえば、 図 7 は、 特定の資産グループ内のすべてのタグを表示する検索の例です。 特定の

フロアの不正なデバイスの検索も同様にして実行できます。
© 2006 Cisco Systems, Inc. All right reserved.
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図 7 Cisco Wireless Location Appliance のタグ検索パラメータ

ロケーシ ョ ンベースのアプリケーシ ョ ンとの統合

企業でロケーシ ョ ンベースのアプリケーシ ョ ンを容易に展開できるよ うに、 Cisco Wireless Location Appliance には、 豊富な機能

を備えた SOAP/XML ベースのオープン API が搭載されています。建物、 フロア、 アクセス  ポイン ト、 カバレッジ エリア、デバ

イス リ ス ト を含む、 すべてのネッ ト ワーク  マップなど、 無線管理に関係するコンポーネン ト をロケーシ ョ ン アプライアンスか

らインポートするこ とによ り、 アプリケーシ ョ ンでもロケーシ ョ ン情報が利用できるよ うになり ます。 ロケーシ ョ ンの最新およ

び履歴情報やデバイス統計情報など、 さまざまな実用的なデータもインポートできます。 ロケーシ ョ ンベースのアラームと通知

は、使用可能なエリアおよび距離などのエリア境界定義を使用してアプリケーシ ョ ンで実行できます。このよ うに、Cisco Wireless
Location Appliance API を使用するこ とによ り、 緊急電話、 資産管理、 Enterprise-Resource-Planning （ERP） ツール、 ワークフロー

自動化システムなど、 ロケーシ ョ ン情報を使用する外部ソフ ト ウェア アプリ ケーシ ョ ンとの緊密かつ透過的な統合が実現しま

す。 このよ うに Cisco Wireless Location Appliance は、エンドツーエンドの企業ソ リ ューシ ョ ンに最も適したソ リ ューシ ョ ンです。

機能と利点

Cisco Wireless Location Appliance は、業務アプリケーシ ョ ンを WLAN を使って運用する企業にとって、次のよ うな利点があり ます。

• 精度の向上 ― シスコシステムズの特許出願中の RF 特性収集テク ノ ロジーを利用して、 無線デバイスの位置を確認します。

シスコは、 建物の既知の RF 特性 （マルチパス、 減衰など） を リ アルタイムのユーザ情報に関連付けて、 数メートルの範囲

までモバイル デバイスを追跡できる、 唯一の WLAN インフラス ト ラ クチャを提供しています。

• スケーラビ リ ティ  ― 数千の無線ク ライアン トおよび Wi-Fi タグを同時に追跡できるため、 ロケーシ ョ ン  サービスを企業環

境全体に提供できます。

• 総所有コス トの削減 ― シスコのソ リ ューシ ョ ンでは、 既存の WLAN ネッ ト ワーク  インフラス ト ラ クチャをロケーシ ョ ン

アプライアンス と組み合わせて使用できるため、 運用コス ト を削減できます。 このアプローチは、 標準の 802.11 コンポー

ネン ト を使用し、 ロケーシ ョ ン ト ラ ッキング専用のアクセス  ポイン トが不要なため、 専用の ト ラ ッキング ソ リ ューシ ョ ン

よ り もコス ト効率に優れています。
© 2006 Cisco Systems, Inc. All right reserved.
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• 透過的な統合 ― ロケーシ ョ ン ト ラ ッキング機能を既存の WLAN インフラス ト ラ クチャに直接組み込んでいるのは、 シス

コだけです。 データ  ト ラフ ィ ッ クを送信するシスコのアクセス  ポイン ト を、 無線デバイスの検出にも使用できます。 これ

によ り、 資本コス トが最小限に抑えられたり、 視認性が向上したりするほか、 ロケーシ ョ ン情報に基づいて WLAN を運用

するこ とによ り、 セキュ リ ティおよび容量管理の機能が向上します。

• 柔軟性 ― シスコは、 ノート型パソコン、 PDA などの 802.11 ク ライアン トや、 アクティブな Radio Frequency Identification
（RFID） タグ （シスコ  パートナーが提供するタグ） を装備した非 Wi-Fi モバイル デバイスを追跡する  WLAN システムを提

供しています。 これによ り、 あらゆる種類のモバイル デバイスの追跡が可能です。

• ビジネス  アプリ ケーシ ョ ンの容易な展開 ― Cisco Wireless Location Appliance を導入する と、 資産ト ラ ッキング、 在庫管理、

ロケーシ ョ ンベースのセキュ リ テ ィ、 自動化されたワークフロー管理、 およびその他の新しいビジネス  アプ リ ケーシ ョ ン

を展開できます。

表 1 Cisco Wireless Location Appliance の機能と利点の概要

機能 利点

スケーラブルなロケーシ ョ ン 
ト ラ ッキングと資産管理

高度な RF 特性収集テク ノロジーとネッ トワーク  マップによって視覚的に情報を表示し、 物理的位

置の数メートルの範囲まで、 数千の無線ユーザおよびデバイスを同時に追跡。 ロケーシ ョ ン  アプラ

イアンスから、 最新および履歴ロケーシ ョ ン情報に効率的にアクセス可能

コス ト効率の高い統合型

ロケーシ ョ ン ト ラ ッキング

Wi-Fi ト ラフ ィ ッ クを送信する Cisco Lightweight アクセス ポイン ト を、無線デバイス検出にも使用。

これにより、 総所有コス トが最小限に抑えられると ともに、 ロケーシ ョ ン情報に基づいて WLAN を
運用することで視覚的に全体を把握できるため、 セキュリテ ィおよび容量管理の機能が向上

高度な WLAN セキュリテ ィ 不正なデバイスやアクセス ポイン ト を迅速かつ正確に検出することにより、 セキュリテ ィの脅威お

よびネッ トワークへの不正なアクセスに対する迅速な対応が可能。 これにより、 ロケーシ ョ ンベー

スのセキュリテ ィ を通して WLAN セキュリテ ィ を向上させる、 安定したフレームワークを確立

簡単な中央集中型管理 最小限のト レーニングで、 Cisco WCS から  1 つまたは複数のロケーシ ョ ン アプライアンスの追加、

設定、 管理、 およびアップグレードをわかりやすい Cisco WCS の GUI を使用して一元的に実行可

能。 WLAN テンプレート と  RF 調整モデルの使用により、中央集中型のスケーラブルな展開を実現。

Cisco WCS は、 アクセス制御設定、 ポーリングの内容および頻度の定義、 およびアーカイブ パラ

メータ と、 Cisco Wireless Location Appliance でサーバ イベン ト と重大度を記録および表示するた

めのパラ メータの設定が可能

階層型マップ Cisco WCS から  Cisco Wireless Location Appliance に、アクセス ポイン トのネッ トワーク設計、マッ

プ、 および配置をインポート。 これにより、 異なる地理、 キャンパス、 建物、 フロア、 および地域

のデバイスを、 エクスプローラでの操作のように迅速かつ簡単に参照可能

ネッ トワークの変化に透過的に対応 Cisco WCS は、ロケーシ ョ ン アプライアンスのステータスおよび変更を定期的にポーリング。 これ

により、 Cisco WCS と  Cisco Wireless Location Appliance の間で、 ネッ トワーク  マップなどの制御

データを同期。 Cisco WCS と  Cisco Wireless Location Appliance との間のインテリジェン トな双方

向同期メカニズムにより、 それぞれが最新情報を保持

ターゲッ ト  ビュー リス ト フ ィルタ と柔軟な検索パラ メータを使用できるカスタマイズ可能なターゲッ ト  ビューにより、 数千

のデバイスを簡単に表示。 資産カテゴリで論理的かつわかりやすい名前を定義できるため、 表示操

作が容易

高度な RF 容量管理 クライアン トの詳細な位置および統計情報の簡単な調査と、 迅速な ト ラブルシューテ ィ ングや高度

な RF 容量およびデバイス管理に必要な情報の生成が可能

柔軟で簡単な展開 正確な追跡を行うために、 建物の既知の RF 特性をリアルタイムのユーザ情報と関連付ける予測テ

ク ノロジーと、 「ただちに使用可能な」 RF モデルを使用することにより、迅速な展開を容易に実現。

特定の RF 環境に合わせて編集できるテンプレートベースの RF モデルと、 再利用可能なカスタム

RF 調整モデルのサポートにより、 より柔軟な展開が可能
© 2006 Cisco Systems, Inc. All right reserved.
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アプリケーシ ョ ン

Cisco Wireless Location Appliance は、 さまざまな業界の多様な環境や状況に応じて展開するこ とができます。 主な使用例は、 次

のとおりです。

• モバイル デバイスの視覚化と追跡 ― 病院の車椅子や輸液ポンプ、 企業の OHP、 ノート型パソコン、 携帯電話など、 高価な

可動性資産の紛失と盗難を防ぎ、運用コス ト と資本コス ト を削減します。無線環境内の個人および資産の位置を迅速に検出

できます。

• ワークフローの自動化とユーザ追跡 ― 在庫の使用、 電子ワークフロー、 およびディ スパッチ プロセスを最適化できます。

小売業では、 顧客の買い物の 「パターン」 を追跡するこ とによ り、 店舗のレイアウ ト とキュー管理を最適化できます。 遊園

地では、子供を追跡して所在を親に知らせたり、関連施設内の警備担当者を追跡したりできます。介護職員が不足している

医療施設では、 通常時に介護職員を追跡し、 緊急時に待機中の 「最も近い」 介護職員を探すこ とができます。 特定医療施設

では、 迷子になる可能性がある幼児や高齢の認知症患者を追跡できます。

• 遠隔測定 ― シ リ アル インターフェイスを装備した Wi-Fi タグを装置に接続する と、 デバイスに関する重要な情報を、 ビジ

ネス  アプリ ケーシ ョ ンに直接送信できます。 たとえば、 レンタカー ビジネスでは、 返却された車の走行距離および燃料レ

ベルに関する遠隔測定情報が必要であ り、 顧客にとっては車を迅速に探すための情報が必要です。 医薬業界、 製造工場、 小

売業者は、 バッチ番号、 有効期限、 製品番号、 シ リ アル番号、 およびコンポーネン ト に関する仕様範囲外の情報が必要で

す。 また、 医療分野では、 輸液ポンプの場所を知っている必要があ り ますが、 使用中かど うか （オンまたはオフ） という情

報はさらに重要です。

• WLAN セキュ リティおよびネッ ト ワーク制御 ― 不正なアクセス  ポイン トやク ライアン ト  デバイスなど、 セキュ リ ティの

脅威を迅速に特定できます。 また、 ロケーシ ョ ンベースのセキュ リティのフレームワークを確立するこ と もできます。建物

内で物理的なセキュ リティ対策をさ らに講じるこ とによ り、 WLAN アクセスを制御し、 WLAN セキュ リ ティを向上させる

こ とができます。

• RF 容量の管理および視覚化 ― WLAN にロケーシ ョ ン ト ラ ッキング機能が統合されたため、 ユーザの追跡以外の機能も使

用できます。 ロケーシ ョ ンベースの傾向レポート を生成し、 使用状況を調査するこ とによ り、 高度な RF 容量管理を リ アル

タイムで行い、 ト ラフ ィ ッ ク  パターンの変化を反映させるこ とができます。

• Voice over WLAN （VoWLAN） ― 緊急電話に関しては緊急要員を派遣する必要があ り、 被災した発信者の位置を特定する

ための規制基準が定められている場合があ り ます。 無線音声デバイスを追跡できる高度なロケーシ ョ ン  ト ラ ッキング機能

を使用するこ とによ り、 緊急サービスの提供が実現します。

ロケーシ ョ ン ト ラ ッキング機能は、 エンタープライズ ク ラスの WLAN に不可欠なコンポーネン トです。 無線ユーザの位置を

特定して追跡するこ とによ り、 WLAN の計画および展開の精度の向上による稼働ネッ ト ワークのパフォーマンスの最適化、 無

線セキュ リ テ ィの強化、 および重要なビジネス  アプ リ ケーシ ョ ンの実用性と価値の向上が可能にな り ます。 ロケーシ ョ ン  ト
ラ ッキングによ り、 無線環境の視覚化と制御が可能になるため、 従来の有線ネッ ト ワーク と同じよ うに効率的に配置して管理

できる無線ネッ ト ワークを展開できます。

まとめ

お客様には、 さまざまなビジネス環境で Wi-Fi デバイス と タグを追跡および管理するための、 コス ト効率が高く展開が簡単な

ソ リ ューシ ョ ンが必要です。 また、 ビジネス  アプリ ケーシ ョ ンを強化する と と もに、セキュ リ ティを強化し、資産を視覚化し、

緊急電話の規制基準を満たす、 高度なサービスの展開も必要です。

監査証跡とデータベース 
メンテナンス

最大 30 日間のロケーシ ョ ンおよび無線デバイス統計情報のアーカイブおよび再生が可能。 30 日を

過ぎた情報のアーカイブ用ログ ファイルのエクスポート も可能。ロケーシ ョ ン データベースの最適

化のための、 自動プルーニングおよびデフラグの間隔の設定が可能

強力な API 豊富な機能を備えたオープン  API による緊密かつ透過的な統合により、 緊急電話、 資産管理、 ERP
ツール、ワークフローおよび自動化システムなど、ロケーシ ョ ンベースの情報を利用するアプリケー

シ ョ ンの展開が容易

機能 利点
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Cisco Wireless Location Appliance は、リ アルタイムのデバイス  ト ラ ッキング機能を備えた正確かつスケーラブルなロケーシ ョ ン

サービスを提供するこ とによ り、 これらのニーズを満たします。 この展開が容易なソ リ ューシ ョ ンは、 Wi-Fi 対応のデバイス と

タグによる資産の視覚化や、 高度な容量管理を可能にし、 さ らに Wi-Fi 環境に対応した高度な WLAN セキュ リティを提供しま

す。 また、 この革新的なアプライアンスは、無線ロケーシ ョ ン情報を利用する新しいアプリ ケーシ ョ ンの展開も容易にします。

製品仕様

表 2 製品仕様 ： 1 RU のアプライアンス

仕様 説明

メモリ 1 GB のメモリ

ポート • シリアル ： 9 ピン コネクタ× 1

• RJ-45 ： RJ-45 コネクタ× 2 （2 つの 10/100/1000 イーサネッ ト  コン ト ローラを接続）

• USB ポート× 2 ： 前面と背面に 1 つずつの USB コネクタ

• PS2 ポート× 2 ： マウス用× 1 およびキーボード用× 1

• VGA ポート× 2 ： 前面と背面に 1 つずつ

接続 ネッ トワーク ： 10/100/1000 （RJ-45） ポート× 2

管理性 SNMP v1、 v2c、 および v3

ネッ トワーク管理 Cisco WCS v.3.0 以上、 Internet Explorer 6.0/Service Pack 1 以上を稼働

ネッ トワーク  デバイス Cisco Wireless LAN Controller および Cisco Lightweight アクセス ポイン ト

プログラ ミング インターフェイス SOAP/XML API 

物理寸法 高さ ： 4.27 cm （1.68 インチ）

幅 ： 42.7 cm （16.8 インチ）

奥行 ： 58.4 cm （23 インチ）

重量 ： 最大 13 kg （28.6 ポンド）

電力 • AC 電源装置のワッ ト量 ： 230 W

• AC 電源装置の電圧 ： 100～120 V （50～60 Hz 時）、 200～240 V （50～60 Hz 時）

環境仕様 動作温度 ： 10～35°C （50～95°F）

保管温度 ： 0～40°C （32～104°F）

適合規格 • Safety UL 60950

• CAN/CSA -C22.2 No. 60950

• EN60950

• IEC 60950 ： EMC FCC Part 15 （CFR 47） クラス A

• ICES-003 クラス A

• EN 55022 クラス A

• CISPR22 クラス A

• AS/NZS 3548 クラス A

• VCCI クラス A

• EN 55024

• EN 50082-1
© 2006 Cisco Systems, Inc. All right reserved.
Important notices, privacy statements, and trademarks of Cisco Systems, Inc. can be found on cisco.com

Page 10 of 12



発注情報

表 3 に、Cisco Wireless Location Appliance の発注情報を示します。シスコ製品の購入方法の詳細は、「発注方法」 をご覧ください。

表 3 発注情報

サービスおよびサポート

シスコは、 お客様の成功を確かなものにするため、 さまざまな新しいサービス  プログラムを用意しています。 これらのサービ

スは、 スタ ッフ、 プロセス、 ツール、 パートナーをそれぞれに組み合わせて提供され、 お客様から高い評価を受けています。

ネッ ト ワークへの投資を無駄にするこ とな く、 ネッ ト ワーク運用を最適化しネッ ト ワーク  インテ リジェンスの強化や事業拡張

を進めていただくためにシスコのサービスを是非お役立てください。サービスについての詳細は、以下の URL を参照してくだ

さい。

テクニカル サポート  サービス

http://www.cisco.com/jp/go/tac/

サービス  プログラム 

http://www.cisco.com/jp/service/contact/

関連情報

Cisco Wireless Location Appliance については http://www.cisco.com/jp/product/hs/wireless/wla/ をご覧ください。

製品番号 製品名

AIR-LOC2700-L-K9 Cisco 2700 シリーズ ワイヤレス ロケーシ ョ ン アプライアンス
© 2006 Cisco Systems, Inc. All right reserved.
Important notices, privacy statements, and trademarks of Cisco Systems, Inc. can be found on cisco.com

Page 11 of 12

http://www.cisco.com/jp/product/hs/wireless/wla/
http://www.cisco.com/jp/service/contact/
http://www.cisco.com/jp/go/tac/
http://www.cisco.com/jp/product/how_to_order.shtml


©2006

Cisco、
この文

この資

06.02
 Cisco Systems, Inc. All rights reserved.

Cisco Systems、 および Cisco ロゴは米国およびその他の国における Cisco Systems, Inc. の商標または登録商標です。

書で説明した商品、 サービスはすべて、 それぞれの所有者の商標、 サービスマーク、 登録商標、 登録サービスマークです。

料に記載された仕様は予告なく変更する場合があります。

シスコシステムズ株式会社

URL: http://www.cisco.com/jp/
問合せ URL: http://www.cisco.com/jp/go/contactcenter/
〒 107-0052 東京都港区赤坂 2-14-27 国際新赤坂ビル東館

TEL: 03-6670-2992
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